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A −13　複雑な身振 り自動症 を呈 し 発作時 SPECT

　　　　　 にて 前頭葉眼窩面 および内側面 に高集積像

　　　　　 を示 した 1症例
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　【は じめ に 】 前頭 菓て ん か ん の 発 作 の 中 で，け い れ ん 症 状

を欠き、感 情的 な発 声 と表情 変化 とともに両側 四 肢 の 交代

運動や 前後 に ゆす る躯 幹 運動 を示す 発作 症状、す なわ ち．

complex 　gestural　alltomatisms （複雑 な身振 り自動症）

と呼 ばれ る 特徴的な 発 作 を 示 す
一

群 が 知 られ て い る。今

回．我 々 は複 雑な 身振 り自動症 を呈 した 1症 例 を経験 し、

発作時 SPECT 所見 を得 た の で 報告 す る。

　【症例 】症例 は20歳、男性。1歳 7ヵ 月時、突 然意識 が消失

す る発 作が 出現 した。3歳 時 に 左 上肢 優位 の 間代 け い れ ん

が出現 した ため治 療開始 とな っ た。6歳時、夜間に 突然、

何 か を叫ん で 物 を払 い 除 けよ う とす る 動作が 出現 す る よ う

に な っ た。20歳 当科初 診時 に は、数秒〜数十秒 持続す る動

悸 と胸 部〜上腹 部不快感 を伴 う 日中 の 単純部 分発作 と、叫

声 を 伴い 躯幹の激 し運動 と両下肢の 屈 曲
・
伸展 を繰 り返

し、20 秒〜上分持 続 した後 速や か に 意識が 回 復す る、睡 眠

時 の 複雑 部分 発作 を認 めた。入 院 の 上，発作 ビデオ脳 波 同

時 記録検 査 に て 複雑 部分 発作 を十数 回記録 し、発作 時

SPECT 検査 を施行 した。発作時 SPECT 検査 で は，発作

の 開始 と 同 時 に
9b −rc−ECD を 静注 して 5分後 に撮 影 を し．

得 られた 画像 は UNDX プロ グ ラム によ り MRI 画齦 と の重

ね 合 せ 処理 を した 。発作 間欠 期 脳波 で は、右前頭極 部 ・右

前頭 部 ・右前側頭 部 に 時 に 徐波が連続し て 出現 し
一

部蕀

波、鋭 波が 混入 して 見 ら れた。発作 時脳波で は 同 部 位 の 徐

波 が
一
過性 に顕 著 に見 られた後脳 波 が全般 的に平坦化 し、

そ の 後 発作症 状 が 出現 した。脳MRI では 異常 所見 は認 めな

か っ た。発作間欠期SPECT で は 右前頭葉に ごく軽度の 集積

の 低 ドを認 め，発作時 SPE 〔T で は 両側 小 脳半 球と 両側 前頭

葉、特 に右前頭 葉眼窩 面お よび 内側面 に高集積像を認 め

た 。

【結語】本症例で は、空間分解能に 優れ、静注後 早期 に 脳

組 織放射 能が安定 する
跏 Tc−ECD 　SPECT を行 い、更 に

MRI画 像 と重ね合 せ る こ とによ っ て、発 作時の 右前頭葉眼

窩 面お よ び 内側面 の 高灌流 を鮮 明 に とらえる こ とが出来

た。

〔目的 溌 作起始 時 よ り複 雑 な身 振 り 自動 症 を示 す前 頭 葉 て

ん か ん 5例 の 神経画 像所見 を 主 体 に 臨 床 像 を調 査 し、画 像

所見 の 有用 性 につ い て 検 討 する tt

【対 象お よ び方 法1対 象は 顕著 な 身振 り 自動 症を あ らわ す 5

例 （男4．如 ）．調 査 時 平均 年齢221 歳（9．7〜40．3歳 ）。発 病 年

齢、既往歴、知 的機能 、脳波 所見、CTfMRI 所見、　 SPECT

所見、発 作頻度、治療 の 予後 を検 討 した．

酷 果1てん か ん の 家族歴 を1例で 認 め た。既往 歴 は熱性 けい

れ ん を 1例 で 認 め た、発 病 年 齢 は 93 歳 （1．5〜14歳）だ っ た。

知能 は 平均IQIo2（92A ・111）と正 常だ っ た。被 害関係念慮な

ど精神 症状 を1例 で 認 めた。発 作間 欠時 脳波 異常 は全5例で

前頭葉 （左 2、右3） に 認め た ．発 作時脳 波 異 常 は 激 しい 自

動 症 に よ る 筋 電 図 の た め 不 明 瞭 だ っ た。CT は 全 例 正 常所

見だ っ た。MR1 （Tl、　T2強調、プロ トン 密度 FLAIR ） は、

右前 頭 葉極 の 皮 質形 成異 常 を 1例 、左 前 頭 葉背 外 側 の 皮 質

形成 異 常 を1例認 めた。発作 間 欠時 SPECT で は左 側 頭葉 の

集積 低 下 を 1例 で 認め た。発 作 時 SPECT は5例 中3例（60％）

で 有意の 局 在性 集積増加 をみ た。皮質 形成 異常 を もつ 2例

で 該 当 領域 の集 積 増 加 、1例 で は 右前 頭葉 に 高 集積 を 示 し

た。治療予後 は、薬物に よ る 発作抑制 1例、睡眠 中 の 発 作

持 続が2例だ っ た。病 巣切 除術後の 完 全抑制が2例で、この

うち 1例 は 帯状 回以 外 の ペ ース メー一カ ー領 域切 除が 有効 だ

っ た。

［結 論亅複雑身振 り 自動 症 の 発 作時は 筋電 図の た め脳 波診 断

が 困 難で ある．前頭葉内側面に て ん か ん 原性焦点が推測さ

れ る て ん か ん で は 、高磁 場 MRI 殊 に プ ロ ト ン 密 度 像、

FLAIR 法 を用 い る 十分 な 異 常構 造 の 検 索 と発 作 時 SPECT

が有用 と思 われ た e
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